






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 1　洛中洛外図屏風「歴博D本」のうどん屋（左隻第 （ 扇下）
国立歴史民俗博物館蔵


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 6―5　神田のうどん屋① 　看板と酒・味噌店（左隻第 （ 扇中下）
図 6―6　神田のうどん屋②（左隻第 （ 扇下）
[近世初期の風俗画に見える「うどん屋」について]……小島道裕
135




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































      　
　
　
　
 （『
桃
の
実
』
元
禄
六
年
〈
一
六
九
三
〉）　
  　
　
元
禄
こ
ろ
の
吉
原
に
は
、
こ
の
看
板
を
出
し
た
う
ど
ん
屋
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
  　
　
な
お
、『
桃
の
実
』
は
、
芭
蕉
門
下
の
俳
句
師
桜
井
兀こつ
ぽ
う峰
の
編
著
書
（『
用
捨
箱
』
の
「
冗
峯
」
は
「
兀
峰
」
の
誤
り
）。
（
（（
）　
『
用
捨
箱
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
道
戯
興
』
の
文
は
、
次
の
一
部
で
あ
る
。
「
勢
至
は
茶ちや
の
こ子
の
為
に
、
口
に
蒲ぼ
団た
餅もち
を
ほ
お
ば
る
、
勘
板
に
麺
類
を
記
し
て
、
朝
に
早
く
花
鰹
を
鏟か
く
、
壁
を
踏
ま
え
て
山わさ
び葵
を
卸
す
」（
原
漢
文
）
（
（（
）　
市
中
か
ら
消
え
る
年
代
の
具
体
的
な
根
拠
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
同
書
に
挙
げ
ら
れ
た
市
中
の
看
板
の
例
と
し
て
は
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
七
三
）
頃
の
風
俗
を
描
く
と
さ
れ
る
「
四
条
河
原
図
巻
」（『
近
世
風
俗
図
巻
』
第
二
巻
所
収
）
や
、
西
川
祐
信
（
一
六
七
一
～
一
七
五
〇
）
の
逸
題
絵
本
挿
絵
が
あ
る
。
　
　
　
こ
の
他
、
管
見
に
入
っ
た
、
板
に
糸
状
の
物
を
垂
ら
す
看
板
の
例
を
二
件
加
え
て
お
き
た
い
。
　
　
「
明
星
茶
屋
之
図
」（
英
一
蝶
筆
、
個
人
蔵
）
　
　
　
一
七
世
紀
後
半
の
作
と
さ
れ
、
伊
勢
国
多
気
郡
上
野
村
（
現
三
重
県
多
気
郡
明
和
町
明
星
）
に
あ
っ
た
伊
勢
街
道
沿
の
茶
屋
。
看
板
の
タ
イ
プ
と
し
て
は
、
板
部
分
の
幅
が
狭
い
古
い
も
の
を
描
い
て
い
る
（
図
9
︱ 
⑨
）。
静
岡
県
立
美
術
館
『
ア
ニ
マ
ル
ワ
ー
ル
ド
─
美
術
の
な
か
の
ど
う
ぶ
つ
た
ち
─
』
二
〇
一
四
年
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、森
下
佳
菜
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。
　
　
「
金
比
羅
図
屏
風
」（
清
信
（
狩
野
休
円
清
信 
享
保
二
年
（
一
七
一
七
没
）
筆
、
香
川
・
金
刀
比
羅
宮
蔵
、
狩
野
博
幸
一
九
九
二
所
収
）
　
　
　
参
詣
道
沿
い
の
、右
隻
第
一
扇
中
程
に
、店
内
で
う
ど
ん
の
生
地
を
伸
ば
す
姿
と
う
ど
ん
屋
の
看
板
が
、
同
第
五
扇
に
、
看
板
お
よ
び
生
地
を
伸
ば
す
姿
と
暖
簾
か
ら
外
を
覗
く
女
性
が
描
か
[近世初期の風俗画に見える「うどん屋」について]……小島道裕
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れ
て
い
る
。
看
板
は
、
尖
頭
形
の
板
に
短
冊
状
の
紙
片
を
い
く
つ
か
付
け
た
形
状
で
あ
る
（
図
9 
︱
⑩
）。
石
澤
一
志
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。
（
（（
）　
「
四
条
河
原
図
巻
」
は
、
景
観
年
代
は
寛
文
（
一
六
六
一
～
七
三
）
～
延
宝
（
一
六
七
三
～
八
一
）
こ
ろ
だ
が
、
制
作
は
江
戸
中
期
、
元
禄
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）
な
い
し
享
保
（
一
七
一
六
～
三
六
）
こ
ろ
と
さ
れ
る
（
切
畑
健
に
よ
る
解
説
。
高
橋
他
一
九
七
三
）。
（
（（
）　
林
一
九
七
七
は
、
看
板
の
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、「
時
代
が
下
が
り
文
化
度
が
高
く
な
る
と
共
に
、
急
速
に
文
字
看
板
に
頼
る
率
が
高
く
な
っ
て
く
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
文
字
看
板
が
主
流
に
な
る
背
景
に
は
、
当
然
識
字
率
の
向
上
が
あ
る
。
（
（（
）　
写
真
紹
介
の
サ
イ
ト
で
多
く
の
看
板
類
の
写
真
も
公
開
さ
れ
て
お
り
、「
老
照
片 
面
店
幌
子
」
な
ど
と
検
索
す
る
と
、
二
〇
世
紀
前
期
頃
の
北
京
地
区
で
用
い
ら
れ
て
い
た
看
板
を
多
数
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
板
の
部
分
に
彫
刻
を
施
し
た
物
が
多
く
、
ま
た
短
い
円
筒
の
ま
わ
り
に
細
い
布
を
垂
ら
し
た
物
も
あ
る
。
中
国
に
お
け
る
古
い
看
板
お
よ
び
看
板
研
究
に
つ
い
て
は
、
陳
可
冉
氏
よ
り
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
（
（（
）　
頭
の
尖
っ
た
形
の
掲
示
板
類
は
、
室
町
時
代
の
制
札
と
、
そ
れ
を
継
承
し
た
江
戸
時
代
の
制
札
類
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る（
小
島
二
〇
〇
五「
中
世
の
制
札
」参
照
）。
管
見
の
限
り
で
は
、
日
本
以
外
で
は
、
掲
示
板
的
な
物
に
使
っ
た
例
を
あ
ま
り
見
な
い
が
、
日
本
で
は
、
制
札
以
外
で
も
、
棟
札
、
板
碑
、
将
棋
の
駒
な
ど
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
鎌
倉
時
代
以
降
好
ん
で
使
わ
れ
た
形
で
あ
り
、
そ
の
起
源
や
意
味
に
つ
い
て
は
、
別
途
考
察
を
期
し
た
い
。
（
（（
）　
中
国
の
風
俗
画
と
し
て
管
見
に
入
っ
た
も
の
で
は
、
明
代
の
一
六
世
紀
前
半
に
活
動
し
た
画
家
仇
英
の
作
と
さ
れ
る
「
清
明
上
河
図
」（
大
倉
集
古
館
蔵
、
伊
原
二
〇
一
二
が
収
載
）
の
橋
の
た
も
と
の
飲
食
店
ら
し
き
店
に
、
う
ど
ん
屋
看
板
に
似
た
、
赤
い
糸
状
の
物
を
垂
ら
し
た
看
板
ら
し
き
も
の
が
二
つ
か
か
っ
て
い
る
。
一
二
世
紀
に
描
か
れ
た
宋
代
の
「
清
明
上
河
図
」
に
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
　
　
　
短
い
円
筒
に
房
を
付
け
た
看
板
を
、
飲
食
店
の
店
先
に
竿
を
突
き
出
し
て
掲
げ
た
光
景
は
、
清
代
の
風
俗
画
に
見
ら
れ
る
（
金
他
二
〇
〇
八
所
収
図
版
な
ど
）。「
清
明
上
河
図
」
大
倉
集
古
館
本
に
見
ら
れ
る
物
も
こ
の
類
か
と
も
思
わ
れ
、「
う
ど
ん
屋
看
板
」
の
よ
う
な
、
板
に
房
を
付
け
た
麺
店
の
看
板
そ
の
も
の
は
、
検
討
を
始
め
た
ば
か
り
だ
が
、
ま
だ
中
国
や
韓
国
の
古
い
風
俗
画
に
見
い
だ
せ
て
い
な
い
。  
（
（（
）　
「
舟
木
本
」
に
は
、
方
広
寺
大
仏
殿
の
左
上
に
、
大
坂
の
陣
を
象
徴
す
る
と
思
わ
れ
る
乱
闘
場
面
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
影
響
と
思
わ
れ
る
場
面
は
、「
旧
萬
野
美
術
館
A
本
（
萬
野
A
本
）」、「
歴
博
D
本
」、「
九
博
本
（
旧
高
津
文
化
会
館
本
）」、
出
光
美
術
館
蔵
「
江
戸
名
所
図
屏
風
」
な
ど
、
か
な
り
の
都
市
風
俗
画
に
見
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
刃
傷
沙
汰
の
乱
闘
場
面
を
描
く
屏
風
は
多
数
に
上
る
。
後
述
の
路
上
の
「
後
妻
打
ち
」
の
場
面
や
、本
稿
で
扱
っ
て
い
る
「
暴
力
的
な
う
ど
ん
屋
」
な
ど
、
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
と
言
え
る
が
、
詳
し
く
は
別
の
機
会
に
述
べ
た
い
。
（
（9
）　
「
福
岡
市
博
本
」
の
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
図
像
は
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
「
勝
興
寺
本
」
に
も
見
ら
れ
（
右
隻
第
一
扇
下
）、
う
ど
ん
屋
の
徴
証
は
な
い
が
、
そ
こ
で
は
背
後
の
子
供
を
か
ば
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
本
来
は
子
供
の
喧
嘩
に
大
人
が
介
入
す
る
と
い
う
図
像
の
系
譜
を
引
く
と
思
わ
れ
る
が
、「
福
岡
市
博
本
」
で
は
、
単
に
子
供
を
打
擲
す
る
だ
け
の
図
に
な
っ
て
い
る
。
（
（0
）　
洛
中
洛
外
図
屏
風
「
旧
萬
野
美
術
館
A
本
（
萬
野
A
本
）」
は
、
淀
城
天
守
の
存
在
か
ら
寛
永
二
年（
一
六
二
五
）以
降
の
景
観
と
さ
れ
る〔
京
博
一
九
九
七
〕。「
舟
木
本
」の
影
響
が
強
く
、
図
像
の
借
用
も
散
見
さ
れ
る
。
現
在
の
所
蔵
者
は
確
認
で
き
ず
、
京
博
一
九
九
七
の
図
版
か
ら
ト
レ
ー
ス
を
試
み
た
。
　
　
　
な
お
、「
萬
野
A
本
」
に
も
、
右
隻
第
五
扇
の
、
三
条
橋
の
両
側
の
店
に
、
池
田
本
系
と
同
じ
よ
う
な
う
ど
ん
屋
の
看
板
が
認
め
ら
れ
る
。
（
（（
）　
「
舟
木
本
」
に
描
か
れ
た
路
上
で
の
後
妻
打
の
図
像
は
、『
昔
々
物
語
』
な
ど
に
伝
え
ら
れ
る
現
実
の
後
妻
打
ち
、
す
な
わ
ち
日
時
を
通
告
し
て
後
妻
の
家
を
集
団
で
儀
礼
的
に
襲
う
、
と
い
う
も
の
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。「
舟
木
本
」
は
、
後
妻
打
の
実
態
を
描
い
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
仮
託
し
て
謡
曲
「
鉄
輪
」
の
一
節
（「
い
で
〳
〵 
い
の
ち
を
と
ら
ん
〳
〵
と 
し（
杖
（
も
と
を
ふ
り
あ
げ 
う
ハ
な
り
の 
か（髪
（み
を
手
に
か
ら
ま
い
て 
う
つ
や
う
つ
の
山
の
…
」）
に
基
づ
く
先
妻
の
後
妻
へ
の
仕
打
ち
を
絵
画
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
二
条
城
の
近
く
に
描
か
れ
た
の
は
、
筆
者
が
注
文
主
と
推
定
す
る
越
前
松
平
家
の
、
徳
川
本
家
に
対
す
る
意
識
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
〔
小
島
二
〇
一
五
〕。
そ
の
図
像
は
「
萬
野
A
本
」
に
借
用
さ
れ
、
ま
た
同
様
の
図
像
が
「
九
博
本
」（
旧
高
津
本
）
に
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
現
実
で
は
な
い
後
妻
打
の
図
像
は
、「
舟
木
本
」
に
お
け
る
象
徴
的
な
意
味
を
離
れ
て
、
単
に
暴
力
的
な
図
像
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
引
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狩
野
博
幸 
一
九
九
二
『
近
世
風
俗
画
（ 
　
日
々
の
い
と
な
み
』
淡
交
社
京
都
国
立
博
物
館　
一
九
九
七
『
黄
金
の
と
き 
ゆ
め
の
時
代
─
桃
山
絵
画
讃
歌
─
』
京
都
国
立
博
物
館　
一
九
九
七 『
洛
中
洛
外
図　
都
の
形
象
─
洛
中
洛
外
の
世
界
─
』
淡
交
社
金
衛
東
他
編 
二
〇
〇
八
『
明
清
風
俗
画　
故
宮
博
物
院
蔵
文
物
珍
品
全
集
』
香
港
聯
合
書
刊
物
流
有
限
公
司
奥
平
俊
六
・
関
口
敦
仁
監
修　
二
〇
〇
九
『
パ
ソ
コ
ン
で
旅
す
る
江
戸
時
代
の
京
都　
デ
ジ
タ
ル
洛
中
洛
外
図
屏
風
（
島
根
県
美
本
）』
淡
交
社  
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144
人
間
文
化
研
究
機
構　
二
〇
一
二
『
都
市
を
描
く
─
京
都
と
江
戸
─
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
／
国
文
学
研
究
資
料
館
）
東
京
国
立
博
物
館　
二
〇
一
三
『
京
都
』
静
岡
県
立
美
術
館　
二
〇
一
四
『
ア
ニ
マ
ル
ワ
ー
ル
ド
─
美
術
の
な
か
の
ど
う
ぶ
つ
た
ち
─
』
京
都
文
化
博
物
館　
二
〇
一
五
『
京
を
描
く
─
洛
中
洛
外
図
の
時
代
─
』
〔
著
書
・
論
文
〕
坪
井
正
五
郎 
一
八
八
七
『
工
商
技
芸 
看
板
考
』
哲
学
書
院
堀
越
喜
博 
一
九
四
〇
『
満
州
看
板
往
来
』
日
本
国
際
観
光
局
（
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
ビ
ュ
ー
ロ
ー
満
州
支
部
）
林　
美
一 
一
九
七
七
『
江
戸
看
板
図
譜
』
三
樹
書
房
立
部
紀
夫 
一
九
八
六
「
酒
林
小
考
─
絵
画
資
料
を
中
心
と
し
た
史
的
考
察
─
」（『
民
具
マ
ン
ス
リ
ー
』
第
一
八
巻
一
二
号
）
立
部
紀
夫 
一
九
九
三
「
絵
画
資
料
に
み
る
酒
屋
の
看
板
・
酒
林
」（『
月
刊
歴
史
手
帖
』
第
二
一
巻
四
号
）
石
毛
直
道
監
修　
一
九
九
九
『
講
座
食
の
文
化 
第
二
巻 
日
本
の
食
事
文
化
』
味
の
素
食
の
文
化
セ
ン
タ
ー
水
藤
真
・
加
藤
貴
編　
二
〇
〇
〇
『
江
戸
図
屏
風
を
読
む
』 
東
京
堂
出
版
内
藤
正
人 
二
〇
〇
三
『
江
戸
名
所
図
屏
風
─
大
江
戸
劇
場
の
幕
が
開
く
』 
小
学
館 
小
川
慧
里
子 
二
〇
〇
五
「
第
二
定
型
林
原
家
本
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
描
か
れ
た
布
帛
類
に
つ
い
て
の
研
究
」（『
第
二
定
型
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
総
合
的
研
究
（
科
学
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書　
代
表
黒
田
日
出
男
）』）
狩
野
博
幸 
二
〇
〇
七
『
新
発
見
・
洛
中
洛
外
図
屏
風
』
青
幻
舎
伊
原　
弘 
二
〇
一
二
『「
清
明
上
河
図
」
と
徽
宗
の
時
代
─
そ
し
て
輝
き
の
残
照
』
勉
誠
出
版
飯
野
亮
一 
二
〇
一
四
『
居
酒
屋
の
誕
生
─
江
戸
の
呑
み
だ
お
れ
文
化
─
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
大
塚
活
美 
二
〇
一
四
「
住
吉
具
慶
本
洛
中
洛
外
図
作
品
の
描
写
内
容
と
特
徴
─
江
戸
時
代
中
期
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
研
究
─
」『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
』
四
二
小
島
道
裕 
二
〇
〇
八 
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
歴
博
甲
本
の
成
立
と
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
諸
本
」
（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
四
五
集
）
 
二
〇
〇
九
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
『
東
博
模
本
』
の
成
立
事
情
お
よ
び
『
朝
倉
本
』
に
関
す
る
考
察
」（
総
合
研
究
大
学
院
大
学
『
文
化
科
学
研
究
』
五
）
 
二
〇
〇
九
『
描
か
れ
た
戦
国
の
京
都
─
洛
中
洛
外
図
屏
風
を
読
む
─
』
吉
川
弘
文
館
 
二
〇
一
四
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
歴
博
甲
本
の
制
作
事
情
を
め
ぐ
っ
て
」（
小
島
編
『
洛
中
洛
外
図
屏
風
歴
博
甲
本
の
総
合
的
研
究
』（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
八
〇
集
）
 
二
〇
一
五
「
そ
れ
は
誰
が
見
た
か
っ
た
京
都
か
─
構
図
に
見
る
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）
（
二
〇
一
五
年
一
月
二
六
日
受
付
、
二
〇
一
五
年
五
月
二
五
日
審
査
終
了
）
系
譜
関
係
─
」
京
都
文
化
博
物
館
特
別
展
図
録
『
京
を
描
く
─
洛
中
洛
外
図
の
時
代
─
』
 
二
〇
〇
五
「
中
世
の
制
札
」（
同
『
戦
国
・
織
豊
期
の
都
市
と
地
域
』
青
史
出
版
）
【
付
記
】
　
本
稿
は
、
人
間
文
化
研
究
機
構
連
携
研
究
「
中
近
世
の
都
市
を
描
く
絵
画
と
地
誌
に
関
す
る
研
究
─
京
都
と
江
戸
─
」（
二
〇
一
〇
～
一
二
年
度
、
代
表
小
島
道
裕
）
お
よ
び
「『
職
人
絵
』
を
中
心
と
す
る
日
本
中
世
近
世
都
市
風
俗
画
の
研
究
」（
二
〇
一
三
～
一
五
年
度
、
代
表
大
高
洋
司
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
国
文
学
研
究
資
料
館
の
教
員
と
外
部
の
研
究
者
お
よ
び
総
合
研
究
大
学
院
大
学（
総
研
大
）の
院
生
・
卒
業
生
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
る「
都
市
風
俗
画
研
究
会
」
と
通
称
し
た
研
究
会
で
は
、
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
随
時
報
告
し
、
多
く
の
方
か
ら
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
図
版
掲
載
に
当
た
っ
て
は
、
所
蔵
機
関
各
位
か
ら
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
